
１
　
は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
必
要
な
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」

を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
た
め
、
中
高
一
貫
教
育
校
の
中
学
校
段
階
に
教
科

「
こ
と
ば
科
」
を
新
設
し
た
場
合
の
教
育
課
程
、
指
導
方
法
及
び
評
価
方
法
並
び

に
高
等
学
校
教
育
課
程
と
の
接
続
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
研
究
開
発
に
つ
い
て

そ
の
内
容
や
成
果
等
を
報
告
す
る
。

２
　
研
究
の
目
的
と
仮
説
等
に
つ
い
て

（
１
）
研
究
の
目
的

　
広
島
県
立
広
島
中
学
校
・
広
島
高
等
学
校
で
は
、
教
育
目
標
の
一
つ
に
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
」
を
あ
げ
て
い
る
。
様
々
な
価

値
観
や
文
化
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
そ
れ
を
相
手

に
正
し
く
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
、
中
高
の
６
年
間
で
「
論
理
的
な
思
考
力
・

表
現
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
際
社
会
の
中

で
論
理
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
う
え
で
必
要
な
英
語
力
を

身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
本
校
の
生
徒
は
、「
文
章
を
書
い
た
り
発
表
し
た
り
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て

苦
手
意
識
を
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
割
合
は
少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
校

入
学
者
選
抜
に
お
け
る
適
性
検
査
に
お
い
て
、「
相
手
の
論
の
根
拠
を
と
ら
え
て

反
対
意
見
を
主
張
す
る
力
」
や
「
デ
ー
タ
を
読
み
取
り
、
分
析
し
、
解
決
策
を

表
現
し
て
い
く
力
」
な
ど
の
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
に
係
る
点
に
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
校
に
お
い
て
「
論

理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
の
育
成
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

（
２
）
研
究
仮
説

①
　
３
年
間
（
６
年
間
）
を
見
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

仮
　
説
…「
こ
と
ば
科
」
の
授
業
を
３
年
間
系
統
的
に
行
い
、
中
高
一
貫
教
育

の
適
切
な
接
続
を
行
え
ば
、
生
徒
に
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現

力
」
が
身
に
付
く
。

②
　
教
材
開
発
と
指
導
の
工
夫
改
善

仮
　
説
…
複
数
の
教
科
の
特
性
や
観
点
を
生
か
し
、
認
知
心
理
学
の
知
見
を
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各
教
科
の
核
と
な
る
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
の
育
成

─
─〈
論
理
〉
と
〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
で
構
成
す
る
「
こ
と
ば
科
」
の
研
究
開
発
─
─
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ふ
ま
え
た
「
表
現
や
思
考
の
型
」
を
取
り
入
れ
た
教
材
を
開
発
し
、

計
画
的
に
指
導
を
実
施
し
、
各
教
科
の
言
語
運
用
活
動
を
モ
ニ

タ
ー
す
れ
ば
、
生
徒
に
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
が
身
に

付
き
、
各
教
科
の
学
力
も
高
ま
る
。

③
　〈
論
理
〉
と
〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
の
２
領
域
で
の
指

導
体
制
の
充
実

仮
　
説
…「
こ
と
ば
科
」
に
お
い
て
、〈
論
理
〉
と
〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
の
２
領
域
を
設
定
し
、
両
輪
と
し
て
指
導
を
行
え

ば
、
生
徒
に
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
が
身
に
付
く
。

３
　
研
究
内
容

（
１
）「
こ
と
ば
科
」
の
教
育
課
程
の
内
容

①
　
こ
と
ば
科
の
目
標

　
本
校
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
教
育
方
針
と
し
、

そ
れ
を
具
現
化
さ
せ
る
た
め
に
、
学
校
全
体
で
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」

の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
各
教
科
を
通
じ
て
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
の
活
用
を
図
る
学
習
活
動
や
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
」
が
重
視
さ

れ
、
各
教
科
等
に
は
言
語
活
動
に
関
す
る
記
述
が
示
さ
れ
て
い
る
。
学
校
に
お

け
る
言
語
活
動
は
、
全
教
育
活
動
を
通
じ
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
各
教
科
、
特

別
活
動
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
な
指
導

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
語
科
に
は
そ
の
中
心
的
な
役
割
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
国
語
科
に
は
国
語
科
独
自
の
教
育
目
標
・
内
容
も
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
本
校
で
は
、
各
教
科
等
の
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
、「
論
理
的
な

思
考
力
・
表
現
力
」
を
各
教
科
の
核
と
と
ら
え
て
言
語
運
用
能
力
を
育
て
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
教
科
「
こ
と
ば
科
」
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
育
成
し
「
生
き
る
」

力
を
は
ぐ
く
む
と
い
う
新
学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、

「
こ
と
ば
科
」
が
果
た
す
役
割
は
さ
ら
に
重
要
で
あ
り
、
各
教
科
等
の
言
語
活
動

を
推
進
す
る
力
を
育
て
、
各
教
科
に
波
及
さ
せ
、「
言
語
活
動
の
充
実
」
を
図
る

た
め
の
核
と
な
る
教
科
と
し
て
「
こ
と
ば
科
」
は
機
能
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
本
校
に
お
け
る
各
教
科
の
核
と
な
る
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
は

「
思
考
す
る
こ
と
」
と
「
表
現
す
る
こ
と
」
の
２
つ
の
観
点
に
分
け
、
次
の
よ
う

に
定
義
し
て
い
る
。

Ａ
　
思
考
す
る
こ
と

　
事
象
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
事
象
と
他
の
事
象
と
の
関
連
を
見
出
し
、
そ
の
事
象
の
持
つ
意
義

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｂ
　
表
現
す
る
こ
と

　
自
分
の
考
え
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
全
体
構
成
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

相
手
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
用
い
な
が
ら
、
自
分
の
意
図
を
よ
り

効
果
的
に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
こ
と
ば
科
を
〈
論
理
〉
領
域
と
〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉

領
域
で
構
成

　「
こ
と
ば
科
」
は
、type

1
 
     

〈
論
理
〉
領
域
（
以
下
、〈
論
理
〉
と
表
記
）
と

─　　─３３



type
2

      
〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
領
域
（
以
下
、〈
ロ
ジ
カ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
と
表
記
）
の
２
領
域
に
分
け
て
設
定
し
、
そ
の
２
領

域
で
構
成
し
て
い
る
。

　〈
論
理
〉
で
は
、「
表
現
や
思
考
の
型
」
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、
数
学
・
理

科
・
社
会
等
と
の
合
科
に
よ
る
問
題
解
決
的
な
学
習
に
応
用
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
で
は
、「
表
現
や
思
考
の
型
」
を

活
用
し
た
英
語
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
等
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て

い
る
。「
こ
と
ば
科
」
を
こ
の
２
つ
の
領
域
で
構
成
す
る
こ
と
で
、
日
本
語
に
よ

る
論
理
的
な
言
語
運
用
能
力
の
育
成
と
、
英
語
に
よ
る
論
理
的
な
言
語
運
用
能

力
の
育
成
を
図
り
、
各
教
科
等
に
お
け
る
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
。

　「
こ
と
ば
科
」
は
全
学
年
週
２
単
位
時
間
（
　
分
授
業
）
の
実
施
が
基
本
で
あ

５５

る
。
１
時
間
は
〈
論
理
〉
で
、
国
語
科
の
教
員
が
中
心
と
な
り
、
社
会
・
数

学
・
理
科
の
教
員
と
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
も
う
１
時

間
は
〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
で
、
英
語
科
の
教
員
が
担
当
し

て
い
る
。

　
平
成
　
年
度
に
お
い
て
、〈
論
理
〉
は
各
学
年
各
学
期
に
位
置
付
け
、〈
ロ
ジ

２１

カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
は
〈
論
理
〉
と
の
系
統
性
や
英
語
科
の
学
習

状
況
を
踏
ま
え
、
第
１
学
年
３
学
期
か
ら
集
中
的
に
導
入
し
た
り
、
第
２
学
年

２
学
期
か
ら
導
入
し
た
り
す
る
等
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

　〈
論
理
〉
に
お
い
て
は
、
全
学
年
週
１
単
位
時
間
（
　
分
授
業
）
を
年
間
通
じ

５５

て
実
施
し
、
Ｔ
・
Ｔ
の
組
み
合
わ
せ
を
学
期
ご
と
に
分
け
た
。
各
学
期
の
初
め

に
は
国
語
科
教
員
が
単
独
で
「
思
考
や
表
現
の
型
の
イ
ン
プ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」（
４
～
５
時
間
）
を
行
い
、
そ
の
後
で
他
教
科
と
の
合
科
に
よ
る
問
題
解

決
的
な
学
習
（
７
時
間
）
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
「
思
考

や
表
現
の
型
」
を
合
科
的
な
学
習
の
中
で
活
用
し
て
、「
論
理
的
な
思
考
力
・
表

現
力
」
の
育
成
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
を
発
揮
す
る
活
動
の
場
と
し

て
第
３
学
年
「
弁
論
大
会
」、
第
２
学
年
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」
等
の
学
校
行
事

と
連
携
を
行
い
、
全
体
で
そ
の
力
の
向
上
を
確
認
し
あ
っ
た
。

　
各
学
期
の
初
め
に
「
思
考
や
表
現
の
型
」
を
教
え
、
そ
の
習
得
を
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
よ
っ
て
図
っ
た
こ
と
で
、
他
教
科
と
の
合
科
に
よ
る
問
題
解
決
的
な
学

習
が
そ
の
「
思
考
や
表
現
の
型
」
を
活
用
し
た
探
究
的
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
説
明
の
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
た
う
え
で
、
国
語
科
と
数
学
科
の

教
員
の
合
科
的
な
授
業
と
し
て
、
地
図
の
位
置
を
求
め
て
い
く
際
に
数
学
的
な

考
え
方
を
用
い
て
解
決
し
、
説
明
し
合
う
な
ど
の
問
題
解
決
的
な
活
動
を
行
う
。

数
学
科
の
教
員
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
数
学
の
授
業
に
お
け
る
数
学
的
活
動
を
充

実
さ
せ
、
数
学
的
な
思
考
力
の
定
着
を
図
る
。

　〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
に
お
い
て
は
、
全
学
年
で
実
施
し
、

そ
の
導
入
時
期
を
第
１
学
年
は
第
３
学
期
開
始
、
第
２
学
年
は
第
２
学
期
開
始

と
し
、
第
３
学
年
は
年
間
通
じ
て
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
必
修
の
英
語
科
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
て
い
る
。
英
語
科
の
基
礎
知
識
（
必
修
英
語
で
習
得
し
た

力
）
の
「
活
用
」
と
い
う
点
で
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、〈
論
理
〉
と
同

様
に
、「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
を
用
い
た
活
動
を
発
表
す
る
場
と
し
て

第
１
学
年
「
ス
キ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
」、
第
２
学
年
「
ド
ラ
マ
・
コ
ン
テ
ス

ト
」、
第
３
学
年
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
マ
ッ
チ
」
等
の
行
事
と
連
携
を
行
っ
た
。

　「
思
考
や
表
現
の
型
」
を
教
え
、
そ
の
習
得
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
図
っ

た
こ
と
で
、
そ
の
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
深
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

〈
論
理
〉
で
学
ん
だ
「
型
」
を
〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
に
お
け

─　　─３４



る
言
語
運
用
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
も
見
ら
れ
て
い
る
。〈
論
理
〉
と

〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
機
能
的
な
学

習
環
境
が
図
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）「
こ
と
ば
科
」
の
指
導
方
法
等
の
特
徴

①
　
思
考
や
表
現
の
型
の
イ
ン
プ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
の
育
成
に
当
り
、「
思
考
や
表
現
の
型
」
を

そ
の
基
礎
・
基
本
と
と
ら
え
、「
思
考
や
表
現
の
型
」
を
発
達
段
階
に
応
じ
て
繰

り
返
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

技
術
を
高
め
る
と
と
も
に
、
分
析
の
視
点
の
明
確
化
や
議
論
の
力
の
育
成
等
に

つ
な
げ
て
い
く
。
授
業
に
お
い
て
は
、
短
期
間
集
中
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
も

の
、
定
期
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
も
の
と
形
態
は
様
々
で
あ
る
。
そ
の
「
思

考
や
表
現
の
型
」
は
日
本
語
に
限
ら
ず
、
英
語
の
基
本
的
な
語
彙
や
英
文
も
含

む
も
の
で
あ
る
。
必
修
の
英
語
科
で
は
未
習
で
あ
っ
て
も
、
自
己
表
現
の
た
め

に
必
要
な
語
彙
や
英
文
は
積
極
的
に
指
導
し
て
い
る
。

　〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
で
は
、〈
論
理
〉
で
学
習
し
た
「
思

考
や
表
現
の
型
」
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
、
簡
単
な
英
語
で
行
っ
た
。
パ
タ
ー
ン

を
習
得
さ
せ
る
た
め
、
ペ
ア
で
Ｑ
＆
Ａ
活
動
を
し
っ
か
り
行
っ
た
後
、
パ
タ
ー

ン
に
当
て
は
め
て
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　「
思
考
や
表
現
の
型
」
を
「
描
写
→
説
明
→
報
告
」
等
の
よ
う
に
段
階
的
に
習

得
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
様
々
な
場
面
で
そ
の
型
を
効
果
的
に
活
用
し
、
相
手

を
意
識
し
た
表
現
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
思
考
や
表
現
の
型
」
を
教
え
、

そ
の
習
得
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
図
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
深
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、〈
論
理
〉
で
学
ん
だ
「
型
」
を

〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
に
お
け
る
言
語
運
用
に
活
用
す
る
こ
と

に
よ
る
効
果
も
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
２
領
域
に
よ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
活

動
は
効
果
的
で
あ
り
、
適
切
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
効
果
と
し
て
、
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
技
術
が
高
ま
っ
た
り
、
分
析
の
視
点
が
多
面
的
に
な
り
、
深
い

読
み
取
り
が
で
き
た
り
し
て
い
る
。
討
論
等
の
場
面
に
お
い
て
は
、
お
互
い
の

意
見
が
明
確
に
な
り
、
議
論
が
深
ま
っ
て
い
る
。

②
　
国
語
科
と
他
教
科
と
の
Ｔ
・
Ｔ
に
よ
る
問
題
解
決
的
な
学
習

　〈
論
理
〉
に
お
い
て
は
、
国
語
科
と
他
教
科
の
教
員
が
Ｔ
・
Ｔ
を
組
ん
で
問
題

解
決
的
な
学
習
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
国
語
科
の
教
員
の
主
な
役

割
は
、
取
り
上
げ
る
素
材
を
活
用
し
て
の
話
合
い
や
討
論
の
指
導
、
そ
し
て
そ

れ
を
表
現
に
結
び
付
け
て
い
く
指
導
で
あ
る
。
一
方
、
他
教
科
の
教
員
の
主
な

役
割
は
、
素
材
の
選
定
や
発
想
の
転
換
、
思
考
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
示
し
て
い

く
指
導
で
あ
り
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
の
発
問
や
説
明
を
行
う
。

　
学
習
の
広
が
り
、
深
ま
り
と
い
う
点
か
ら
た
い
へ
ん
効
果
的
で
あ
り
、
適
切

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
社
会
の
グ
ラ
フ
を
用
い
た
「
デ
ー
タ
解
釈
」

の
単
元
で
は
、「
身
近
な
グ
ラ
フ
で
も
社
会
の
変
化
や
歴
史
と
関
係
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、
興
味
を
も
て
た
」「
グ
ラ
フ
を
読
み
取
っ
て
い
く
と
、
社
会
科
の

内
容
に
関
係
し
て
い
た
の
で
お
も
し
ろ
く
な
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
見
ら

れ
た
。
こ
れ
は
、
取
り
上
げ
た
内
容
が
議
論
な
ど
で
深
ま
る
こ
と
に
よ
り
興

味
・
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
　
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
重
視

　
授
業
で
は
、
４
人
編
成
の
グ
ル
ー
プ
学
習
活
動
の
形
態
を
多
く
と
る
等
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
定
し
、
他
者
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
力
を
高
め
る
。
４
人
編
成
の
グ
ル
ー
プ
の
利
点
と
し
て
は
、
全

─　　─３５



員
に
役
割
（
例
…
チ
ー
フ
・
司
会
・
記
録
・
資
料
管
理
等
）
が
あ
る
こ
と
で
主

体
的
な
活
動
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、〈
ロ
ジ
カ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
に
お
い
て
は
、
生
徒
に
ま
と
ま
っ
た
英
文
を
書

か
せ
、
推
敲
さ
せ
た
う
え
で
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
使
っ
て
相
互
批
正
等
を
行
っ

て
い
る
。

　
イ
ン
プ
ッ
ト
活
動
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
習
得
し
た
「
思
考
や
表
現
の
型
」

を
、
４
人
編
成
の
グ
ル
ー
プ
学
習
活
動
の
中
で
相
手
を
意
識
し
て
活
用
し
、
的

確
な
表
現
に
つ
な
が
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
個
人
で
思
考
し
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ

で
討
論
す
る
中
で
ま
と
め
、
全
体
で
交
流
す
る
と
い
う
流
れ
の
中
で
活
用
す
る

こ
と
は
、
個
を
高
め
る
指
導
方
法
と
し
て
は
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
活
動

場
面
で
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
既
習
内
容
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
生
徒
自
身

の
も
っ
て
い
る
認
識
や
事
象
に
対
す
る
価
値
観
を
対
立
さ
せ
た
り
、
共
有
し
た

り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
学
習
へ
の
意
欲
や
深
ま
り
を
実
感
で
き
た
と
思
わ
れ

る
。④

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
の
導
入

　「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
に
係
る
生
徒
の
学
力
の
変
容
を
よ
り
具
体
的

に
見
取
っ
て
い
く
た
め
の
評
価
方
法
と
し
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
を
導
入
し

た
。
生
徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、
単
元
や
１
時
間
ご
と
の
目
標
や
評
価
規
準

が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
示
し
、
毎
時
間
の
終
わ
り
に
自
己
評
価
を
行
わ
せ
、

自
己
の
成
長
等
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
は
、「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
の
高
ま
り
を
教

師
と
生
徒
が
確
認
で
き
る
評
価
方
法
で
あ
っ
た
。
生
徒
自
身
が
自
分
の
成
長
を

確
認
で
き
る
と
同
時
に
、
教
師
も
評
価
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
よ
り
適
切
な
評
価
規
準
等
を
作
成
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
や
検
証

は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

４
．
授
業
実
践
の
事
例

そ
の
１

（
１
）
第
１
学
年
…
こ
と
ば
科
「
論
理
」

（
２
）
単
元
の
紹
介

①
単
元
名
「
ザ
・
サ
イ
エ
ン
ス
～
ミ
ク
ロ
写
真
の
分
析
～
」

②
単
元
の
目
標

　
電
子
顕
微
鏡
で
撮
影
し
た
写
真
を
、
多
面
的
・
論
理
的
に
分
析
・
考
察
す

る
③
単
元
の
展
開
（
指
導
計
画
）

（
３
）
授
業
の
ポ
イ
ン
ト

①
対
象
を
、
形
状
、
色
、
大
き
さ
等
の
よ
う
な
視
点
ご
と
に
分
析
を
進
め
、

─　　─３６

１２３４

学
　
習
　
内
　
容

「
分
析
の
視
点
」
を
確
認
す
る
。

写
真
の
情
報
を
分
析
し
、
特
徴
を
つ
か
む
。

理
科
の
教
師
よ
り
ヒ
ン
ト
を
受
け
取
り
、
写
真
の
情
報
と
併
せ
て
グ

ル
ー
プ
で
議
論
し
、
推
論
す
る
。

生
徒
の
推
論
の
深
ま
り
に
つ
い
て
理
科
教
師
よ
り
評
価
を
受
け
、
自
己

評
価
を
行
う
。



自
ら
の
既
有
知
識
や
生
活
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
総
合
し
、
推
論

さ
せ
て
い
る
。

②
国
語
科
と
理
科
の
Ｔ
・
Ｔ
を
活
用
し
、
合
科
的
・
横
断
的
な
学
習
内
容
を

取
り
扱
っ
て
い
る
。

そ
の
２

（
１
）
第
２
学
年
…
こ
と
ば
科
「
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
領
域

（
２
）
単
元
の
紹
介

①
単
元
名
　「
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
」

②
単
元
の
目
標

　
情
報
を
整
理
し
、
順
序
や
構
成
を
考
え
、「
表
現
の
型
」
を
活
用
し
な
が
ら

英
語
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る

③
単
元
の
展
開
（
指
導
計
画
）

（
３
）
授
業
の
ポ
イ
ン
ト

○
沖
縄
を
紹
介
す
る
文
を
リ
ス
ニ
ン
グ
の
モ
デ
ル
文
と
し
て
与
え
、
分
か
り

や
す
い
紹
介
に
す
る
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
（
相
手
意
識
、「
表
現
の
型
」

等
）
を
意
識
し
て
書
け
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。

○
単
元
の
流
れ
を
［
紹
介
す
る
内
容
構
成
を
考
え
る
→
紹
介
文
を
書
く
→
相

互
批
正
す
る
→
推
敲
す
る
→
校
内
で
発
表
す
る
→
実
際
の
場
で
紹
介
す
る
］

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
構
成
す
る
。

そ
の
３

（
１
）
第
３
学
年
…
こ
と
ば
科
「
論
理
」
領
域

（
２
）
単
元
の
紹
介

①
単
元
名
　「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

②
単
元
の
目
標

　
社
会
科
の
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
そ
の
共
通
点
と
相
違
点

を
明
ら
か
に
し
、
論
理
的
に
考
え
、
討
論
す
る

③
単
元
の
展
開
（
指
導
計
画
）

─　　─３７

１２３４５

学
　
習
　
内
　
容

紹
介
す
る
内
容
を
収
集
し
、
取
捨
選
択
し
て
整
理
す
る
。

紹
介
文
の
モ
デ
ル
を
も
と
に
、「
表
現
の
型
」
を
学
習
す
る
。

「
表
現
の
型
」
を
活
用
し
た
紹
介
文
を
書
き
、
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
や
、
グ

ル
ー
プ
間
交
流
を
通
し
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
紹
介
文
に
す
る
よ
う

推
敲
す
る
。

紹
介
文
を
全
体
の
場
で
発
表
し
、
意
見
の
交
流
を
す
る
。

広
島
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
実
際
に
修
学
旅
行
先
（
沖
縄
）

で
外
国
人
観
光
客
に
広
島
を
紹
介
す
る
。

１２３

学
　
習
　
内
　
容

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
れ
を
示
し
、
討
論
の
「
表
現
の
型
」

を
確
認
す
る
。

論
題
「
次
世
代
自
動
車
の
開
発
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
～
社
会

へ
の
影
響
～
」
に
つ
い
て
立
場
を
決
め
、
社
会
科
等
の
資
料
等
か
ら
情

報
を
収
集
し
、
立
論
作
成
を
行
う
。

パ
ネ
リ
ス
ト
を
中
心
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
立
論
発

表
、
質
疑
応
答
、
意
見
交
流
を
行
う
。



（
３
）
授
業
の
ポ
イ
ン
ト

①
討
論
の
「
表
現
の
型
」
を
確
認
し
、
そ
の
応
用
を
図
り
、
か
み
合
っ
た
討

論
の
場
を
作
っ
て
い
る
。

②
国
語
科
と
社
会
科
の
合
科
的
・
横
断
的
な
学
習
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

５
．
研
究
開
発
の
成
果

（
１
）
実
施
に
よ
る
効
果

①
　
生
徒
へ
の
効
果

　
ア
　「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
に
係
る
意
識
の
変
容

　「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
意
識
調
査
は
、
日
常
の
自
分
の
姿
を
振
り
返
り
、「
聞

く
・
話
す
・
書
く
・
読
む
」
と
い
っ
た
４
つ
の
場
面
で
ど
の
よ
う
に
論
理
的
に

考
え
、
行
動
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
あ
る
。

　
デ
ー
タ
１
は
、「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果
の
推
移
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
中
で
、「
論
理
的
な
思
考
力
」
に
関
連
す
る
４
つ
の
質
問
項
目
に
つ
い
て
、

そ
の
意
識
の
推
移
を
み
た
。
推
移
の
仕
方
を
見
る
と
、
１
学
期
に
は
分
析
や
読

解
な
ど
が
中
心
と
な
る
活
動
が
中
心
で
あ
る
こ
と
や
、
２
学
期
に
は
デ
ィ
ベ
ー

ト
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
表
現
活
動
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
。
生
徒
の
評
価
の
基
準
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

結
果
的
に
は
学
年
が
上
が
る
に
従
っ
て
、
肯
定
的
評
価
が
増
加
傾
向
で
あ
る
。

　
デ
ー
タ
２
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
が
平
成
　
年
６
月
に
中
学
校
第
２
学
年

２１

を
対
象
に
全
県
的
に
実
施
し
た
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
調
査
に
お
け
る

「
生
活
な
ど
に
関
す
る
調
査
」
の
一
部
で
あ
る
。
相
対
的
に
見
て
も
、
論
理
的
に

考
え
る
意
識
や
表
現
す
る
意
識
が
高
い
生
徒
が
多
い
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
中
に
お
け
る
自
己
評
価
に
お
い
て
、「
今
ま
で
は
、

何
で
も
思
い
つ
い
た
事
か
ら
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
何
を
優
先
し
て
話
せ

ば
よ
い
の
か
を
考
え
て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
で
も
何

を
話
し
た
ら
よ
い
の
か
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」
の
よ
う

な
記
述
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
、
生
徒
自
身
が
「
論
理
的
な
思
考

力
・
表
現
力
」
が
高
ま
っ
た
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
イ
　「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
に
係
る
学
力
の
向
上

　
○
　
学
力
調
査

　
第
３
学
年
を
対
象
に
し
た
平
成
　
年
度
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

２１

結
果
に
み
ら
れ
る
効
果
は
デ
ー
タ
３
の
通
り
で
あ
る
。

　
国
語
、
数
学
の
い
ず
れ
の
教
科
も
平
均
正
答
率
が
　
％
前
後
と
、
全
国
（
公

９０

立
）
平
均
正
答
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
習
内
容
や
そ
の
活

用
能
力
が
十
分
身
に
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
「
主
と
し
て
『
活
用
』

に
関
す
る
問
題
」
で
あ
る
Ｂ
問
題
で
は
１
・
４
倍
程
度
で
あ
り
、
本
校
生
徒
は

単
に
知
識
・
理
解
だ
け
で
な
く
、
そ
の
活
用
能
力
に
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。（
※
Ｂ
問
題
は
本
校
の
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型

「
読
解
力
」
と
関
わ
り
の
深
い
問
題
で
あ
る
。）
ま
た
、
す
べ
て
の
教
科
で
標
準

偏
差
が
小
さ
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
学
習
内
容
や
活
用
能
力
の
ば

ら
つ
き
（
生
徒
の
個
人
差
）
が
少
な
く
、
多
く
の
生
徒
に
一
定
の
力
が
付
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
Ｂ
問
題
の
標
準
偏
差
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、「
論

─　　─３８

４

論
題
の
深
ま
り
に
つ
い
て
社
会
科
教
師
よ
り
、
討
論
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
国
語
科
教
師
よ
り
評
価
を
受
け
、
自
己
評
価
を
行
う
。



理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
に
関
連
の
深
い
活
用
能
力
が
、
よ
り
定
着
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　
例
え
ば
、
デ
ー
タ
４
は
、
そ
の
Ｂ
問
題
の
一
部
の
結
果
で
あ
る
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
文
章
や
図
か
ら
情
報
を
多
面
的
に
読
み
取
り
、
必
要
に
応

じ
て
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
力
が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

捉
え
た
情
報
を
目
的
に
応
じ
て
、
簡
潔
か
つ
効
果
的
に
表
現
す
る
力
も
優
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
○
　
生
徒
の
作
品
分
析
に
見
ら
れ
る
変
容
過
程

　
生
徒
の
英
作
文
の
作
品
を
、「
つ
な
ぎ
こ
と
ば
（discourse

m
arker

           
     
）」
の
数

の
変
容
か
ら
分
析
を
行
っ
た
。「
つ
な
ぎ
こ
と
ば
」
に
は
「
階
層
化
」「
結
論
」

「
例
示
」「
追
加
」
等
が
あ
り
、
論
理
的
な
文
章
表
現
に
お
い
て
は
、
重
要
な
役

割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
全
体
構
成
を
考
え
、
段
落
ご
と
の
順
序
性
や
整
合

性
を
意
識
す
る
こ
と
は
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
に
関
わ
る
活
動
で
あ

る
。

　
作
品
分
析
の
対
象
は
、〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
に
お
け
る
英

作
文
で
あ
る
。
第
２
学
年
の
夏
休
み
前
に
「『
夏
休
み
の
予
定
』
に
つ
い
て
、
他

の
人
に
分
か
り
や
す
く
書
こ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
書
い
た
英
作
文
と
、
第
３

学
年
の
第
２
学
期
に
「
　
才
の
主
張
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
他
の
人
に
主
張
し

１５

た
い
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
書
こ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
書
い
た
英
作
文
の
２

つ
を
比
較
し
た
。

　
デ
ー
タ
５
は
、
生
徒
が
２
つ
の
英
作
文
に
使
用
し
たdiscourse

m
arker

 
          
     
（
つ

な
ぎ
こ
と
ば
）
の
数
の
変
容
を
、“E

nglish
Practical

U
sag

 
 
                  
   e   (2005)”

       

に
基
づ

い
て
、
つ
な
ぎ
こ
と
ば
の
種
類
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
分
析
結
果
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
５
に
よ
る
と
、「
階
層
化
」「
結
論
」「
例
示
」

「
追
加
」
等
の
よ
う
な
種
類
の
つ
な
ぎ
こ
と
ば
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
、「
追

加
」
や
「
例
示
」
等
の
増
加
が
目
立
つ
。
さ
ら
に
、
ま
だ
少
数
で
は
あ
る
が
、

「
対
照
」
が
使
え
る
生
徒
が
出
て
き
た
。
こ
れ
は
、
必
修
英
語
で
語
彙
や
文
型
の

知
識
が
増
え
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
こ
と
ば
科
の
授
業
で
、「
表
現
の
型
」
を
イ

ン
プ
ッ
ト
し
た
り
、
構
成
や
順
序
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
で
練
り
合
い
な
が
ら
学
習

し
た
り
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
作
品
１
・
２
（
英
作
文
）
は
、
同
一
生
徒
の
２
年
時
と
３
年
時
の
作
品
の
一

部
で
あ
る
。
２
年
時
の
作
品
１
で
は
、
１
年
時
で
学
習
し
た
「
階
層
化
」
に
係

る
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
用
い
て
順
序
を
意
識
し
、
最
後
に
も
う
一
度
「
結
論
」
を

述
べ
る
形
は
で
き
て
い
る
が
、
最
後
の
「
結
論
」
の
前
の
つ
な
ぎ
こ
と
ば
が
欠

け
て
い
る
。
一
方
、
３
年
時
の
作
品
２
で
は
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
に
加
え
、

「m
oreover

 
       
」「w

hat
is
m
ore

 
        
   
」「in

addition

           

」
等
と
文
を
続
け
て
い
た
り
、

「that’s
w
hy

        
  
」「for

these
reasons

                 
」
等
で
そ
れ
ま
で
に
述
べ
た
理
由
と
結
論
を

結
び
付
け
た
り
し
て
い
る
等
、
つ
な
ぎ
こ
と
ば
の
表
現
や
種
類
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
作
品
２
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
つ
な
ぎ
こ
と
ば
の
表
現
や
種
類
の
増
加
は
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
の
作
品
に
見
ら
れ
る
。
英
語
が
得
意
な
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
英
語
が
苦
手
な
生
徒
に
お
い
て
も
増
加
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
を
し
て
い
く
中
で
、
次
の
よ
う
な
自
己
評
価

が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
英
語
と
い
う
言
語
を
操
作
す
る
意
識
が
身

に
付
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

○
　
論
理
的
に
日
本
語
で
話
す
の
も
難
し
い
の
に
、
そ
れ
を
英
語
に
直
す
と
い

う
の
は
さ
ら
に
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
た
だ
直
訳
し
て
し
ま
う
と
、
聞
く
人

に
と
っ
て
難
し
い
ス
ピ
ー
チ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
意
味
を
変
え
ず
に
簡

単
な
文
に
変
換
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

─　　─３９



○
　
日
本
文
を
そ
の
ま
ま
英
文
に
す
る
と
と
て
も
難
し
い
文
章
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
英
語
の
授
業
で
習
っ
た
こ
と
を
使
っ
て
、
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
い
文
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
目
的
や
相
手
を
意
識
し
た
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現

力
」
が
着
実
に
身
に
付
い
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

　
ウ
　
各
教
科
に
お
け
る
効
果

　
国
語
科
と
他
教
科
と
の
Ｔ
・
Ｔ
に
よ
る
合
科
的
な
問
題
解
決
的
な
学
習
の
実

施
に
よ
り
、
各
教
科
に
お
け
る
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
の
高
ま
り
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
国
語
科
と
数
学
科
の
教
員
の
合
科
的
な
授
業
と
し
て
、
地
図
を

読
み
解
く
際
に
図
形
の
考
え
方
を
用
い
て
解
決
し
、
説
明
し
合
う
な
ど
の
問
題

解
決
的
な
活
動
を
行
っ
た
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
を
す
る
中
で
、「
数
学
的
に

考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
答
え
だ
け
で
な
く
、
ど
う
し
て
そ
の
答
え
に
な
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
数
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
応
用
す

る
と
で
き
た
の
で
、
数
学
の
奥
の
深
さ
を
実
感
で
き
た
」
等
の
よ
う
な
自
己
評

価
が
見
ら
れ
た
。
目
的
意
識
や
相
手
意
識
が
重
要
と
な
る
言
語
活
動
を
通
し
て
、

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う

な
傾
向
が
、
他
の
合
科
的
な
問
題
解
決
的
な
学
習
の
成
果
と
し
て
も
見
ら
れ
て

い
る
。

②
　
教
師
へ
の
効
果

　
○
「
こ
と
ば
科
」
を
踏
ま
え
た
教
職
員
の
意
識
の
向
上

　
こ
と
ば
科
は
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
複
数
の
教
科
の
教
員
で
協

働
的
に
行
う
こ
と
を
柱
と
し
、
全
教
師
が
一
体
と
な
っ
て
指
導
に
あ
た
る
な
ど

の
指
導
体
制
に
つ
い
て
工
夫
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
と
ば

科
で
言
語
運
用
合
科
に
よ
る
問
題
解
決
的
な
学
習
の
中
で
磨
く
こ
と
で
、
生
徒

の
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
の
育
成
を
図
る
。
同
時
に
、
合
科
に
よ
る

問
題
解
決
的
な
学
習
を
通
し
て
、
各
教
科
の
教
員
が
こ
と
ば
科
と
能
力
の
基
礎

と
な
る
「
思
考
や
表
現
の
型
」
の
基
礎
技
術
等
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、
の
関
連

を
受
け
て
、
各
教
科
に
お
け
る
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
。

　
こ
の
よ
う
な
形
で
こ
と
ば
科
が
各
教
科
に
波
及
し
、
さ
ら
に
は
各
教
科
そ
れ

ぞ
れ
の
学
習
内
容
の
充
実
を
図
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

教
職
員
の
意
識
も
向
上
し
、
例
え
ば
、「
生
徒
の
考
え
や
意
見
に
つ
い
て
、
根
拠

や
理
由
を
問
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
」
や
「
日
々
の
授
業
で
は
、
構
造
的

な
板
書
を
し
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
授
業
に
係
る
指
導
に
効
果
を
与
え
て
い

る
。
ま
た
、「
教
職
員
や
生
徒
と
話
を
す
る
と
き
、
自
分
の
考
え
や
意
見
に
つ
い

て
根
拠
や
理
由
を
明
確
に
し
た
り
、
自
分
の
考
え
や
意
見
が
相
手
に
伝
わ
る
よ

う
に
構
成
を
考
え
て
話
し
た
り
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
教
職
員
自
身
の
「
論
理

的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
に
係
る
意
識
の
向
上
も
見
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
研
究
実
施
上
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題

①
　〈
論
理
〉
と
〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
の
２
領
域
で
の
構

成
の
在
り
方
や
関
連
性
、
系
統
性
等
に
つ
い
て
の
指
導
計
画
の
検
証
が
不

十
分
で
あ
る
。〈
論
理
〉
と
〈
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
の
２

領
域
の
指
導
内
容
の
関
連
性
、
系
統
性
を
深
め
る
た
め
に
指
導
体
制
や
年

間
指
導
計
画
の
在
り
方
を
改
善
・
充
実
す
る
。

②
　「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
に
係
る
生
徒
の
学
力
の
変
容
を
よ
り
具

体
的
に
見
取
っ
て
い
く
た
め
の
評
価
方
法
、
学
校
独
自
の
指
標
づ
く
り
に

課
題
が
残
っ
て
い
る
。「
こ
と
ば
科
」
学
習
指
導
要
領
を
具
現
化
す
る
授
業

実
践
や
学
校
独
自
の
指
標
づ
く
り
の
た
め
に
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
等

─　　─４０



を
用
い
て
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積
し
て
い
く
。

６
．
お
わ
り
に

　
学
会
発
表
に
際
し
、
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
各

教
科
で
生
き
て
働
く
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
精
進
し
て
い
き
た
い
。

参
考

・
平
成
　
年
度
研
究
開
発
実
施
報
告
書
（
広
島
中
学
校
　
２
０
１
０
）

２１

・
平
成
　
年
度
研
究
開
発
自
己
評
価
書
（
広
島
中
学
校
　
２
０
１
０
）

２１

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
広
島
県
立
広
島
中
・
高
等
学
校
）

─　　─４１

データ１　〔意識調査における「論理的な思考力」の肯定的評価の割合の推移（％）〕

第６回
Ｈ２１．１２

第５回
Ｈ２１．７

第４回
Ｈ２０．１２

第３回
Ｈ２０．７

第２回
Ｈ２０．１

第１回
Ｈ１９．４質　問　項　目

中学３年中学２年中学１年

８１．１７３．５８３．３７９．３７２．７６５．４
相手や目的によって組み立
てに気を付けて話していま
す。

７９．９８５．３８４．６７８．７８１．８７１．７
読み手や目的によって組み
立てに気を付けて書いてい
ます。

８６．２７５．８８３．３６０．７６９．５５９．１読んだ文章の組み立てを説
明できます。

８３．０７９．２９３．６７２．７６７．５５５．３
読んだ文章の要点をまとめ
て相手に伝えることができ
ます。



─　　─４２

データ２　〔「基礎・基本」定着状況調査における「思考力と表現力」の肯定的評価の割
合（％）〕

県平均本校平均思考力と表現力に係る質問項目

５７．４７０．９見たことや考えたことを人に伝えるとき、どのような順番で説明す
ると分かりやすいか考えている。

６２．５７５．３自分の考えと他の人の考えを比較しながら聞いている。

６４．０７７．８自分とちがう意見も受け入れながら、自分の考えを話している。

８１．１８６．７相手や目的に応じた話し方をしている

データ３　〔平成２１年度全国学力・学習状況調査による正答率の比較（％）〕

数学Ｂ数学Ａ国語Ｂ国語Ａ

８８．１９０．２９４．５９３．７広島中学校

５６．２６２．９７４．８７７．６広　島　県

５６．９６２．７７４．５７７．０全　　　国

データ４　〔平成２１年度全国学力・学習状況調査によるＢ問題の正答率の比較（％）〕

全国平均本校平均国語及び数学Ｂ問題（主として活用）における設問の概要

７６．６８８．５図から情報を読み取り ,その工夫や特徴を自分の表現に役立
てることができる。【 １－三－イ】国

　
語 ６６．４９５．５文章から必要な情報を読み取り、簡潔にまとめて書く。【 ２

－二 】

４６．２８７．７事柄の特徴を的確に捉えて表現できる。【 １－（２） 】数
　
学 ４１．０７９．９示された方針に従って、証明することができる。【 ４－（１） 】

データ５　〔生徒が英作文に使用した discourse marker（つなぎことば）の数の変容〕

第３学年第２学年つなぎことば（discourse marker）の例種　類

４０２２１６first, second, secondly, third, 等階層化

４２４１３９that’s why, for these reasons. so, as a result 等結　論

５２１５for example, in particular, for instance 等例　示

２９６moreover, besides, in addition, furthermore 等追　加

８０in contrast, on the other hand 等対　照

３０actually 等訂　正

８７５３７５つなぎことば（discourse marker）の総数



─　　─４３

作品１　〔２年生時の「夏休みの予定」について書いた英作文〕

　I have three things to do summer vacation. First , I’m going to see fire work. I saw it last 
summer too. It was very beautiful. So , I want to see it again. Second , I’m going to go to the sea. 
I’ll swim in the sea. It is very hot in summer. Third , I’m going to go to my grandfather’s house. 
He lives in Shizuoka. I go there by a bullet train. I can relax to spend time there. I hope to do 
these things.

作品２　〔３年生時の「１５才の主張」について書いた英作文〕

　It is necessary to make the summer vacation longer. I have two reasons.
　First , it is possible to do the things we cannot do daily life, because we can have more time. 
In a long summer vacation, we can communicate with my family or friends. I think we can do 
important experience. Moreover we can do our club activity with concentration. What is more , 
we can go farer, such as to outside of our prefecture or a foreign country. We can do important 
experience.
　Second , it is possible to take time to work on our homework. Therefore we can spend more 
time. That’s why , we can understand well. In addition , we can study independently.
　For these reasons , it is necessary to make the summer vacation longer.




